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毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る
「
長
崎
地

域
医
療
セ
ミ
ナ
ー 

in 

G
O
T
O
」。

長
崎
大
学
医
学
部
医
学
科
の
学
生
と

長
崎
純
心
大
学
人
文
学
部
地
域
包
括

支
援
学
科
の
学
生
を
対
象
と
す
る
共

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
七
回
目
の
今

回
は
、
八
月
二
十
五
日
〜
二
十
七
日

の
三
日
間
、
五
島
市
の
全
面
協
力
の

下
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ず
っ
と
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
長
崎
大
学
前
田
隆

浩
教
授
（
生
命
医
科
学
域
）
の
お
話

で
す
。

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
い
う
大
き
な
輪
の

中
で
、
医
療
、
保
健
、
介
護
、
福
祉

の
連
携
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
離
島
地
区
で
は
、
そ
の
課
題
に
つ

い
て
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
医
療
系
が
持
つ
診
断
や
治

療
と
い
っ
た
医
療
モ
デ
ル
と
、
福
祉

系
が
持
つ
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

や
補
助
と
い
っ
た
生
活
モ
デ
ル
、
こ

れ
ら
二
つ
を
合
わ
せ
た
合
同
モ
デ
ル

の
提
供
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。
『
多
職
種
連
携
』
を
言
葉
だ

け
で
は
な
く
現
場
の
課
題
の
中
で
学

ぶ
良
い
機
会
で
す
」
。

　

今
回
参
加
し
た
学
生
は
、
二
校
合

わ
せ
て
四
十
八
名
。
八
本
の
講
義
と

6
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
、
内
容
は

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
夏
の
五
島
を
楽
し
む
野
外
交

流
会
や
海
水
浴
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
地
域

中
核
病
院
、
二
次
離
島
の
診
療
所
や

介
護
施
設
な
ど
、
九
つ
の
受
け
入
れ

施
設
に
出
向
き
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
只
狩
荘

の
山
田
峰
雄
施
設
長
に
も
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
当
施
設
は
、
県
内
で
も
初
め
て

『
日
中
お
む
つ
ゼ
ロ
特
養
』
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
水
分
摂
取
や
食

事
、
排
泄
、
運
動
な
ど
を
理
論
的
に

管
理
し
て
、
利
用
者
の
自
立
支
援
を

促
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
職
員

も
達
成
感
を
得
ら
れ
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。
特
養
介
護

施
設
は
、
介
護
士
、
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士

な
ど
、
十
種
以
上
の
専
門
職
が
働
く

多
職
種
連
携
の
現
場
で
、
情
報
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
共
有
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
そ
う

し
た
勤
務
の
実
際
の
様
子
を
、
『
介

護
職
っ
て
大
変
そ
う
』
と
い
う
先
入

観
を
捨
て
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で

す
。
受
け
入
れ
側
の
職
員
の
刺
激
に

も
な
り
ま
す
し
、
入
所
者
の
皆
さ
ん

も
喜
ば
れ
ま
す
よ
」
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
二

校
の
学
生
に
よ
る
学
生
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
組
み
立
て
ま
し

た
。
初
顔
合
わ
せ
の
学
生
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

よ
う
、
パ
ズ
ル

ゲ
ー
ム
を
取
り
入

れ
る
な
ど
工
夫
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
秀
逸
だ
っ

た
の
が
、
模
擬
症

例
と
し
て
島
で
暮

ら
す
架
空
の
三
人

の
患
者
の
ケ
ー
ス

を
提
示
し
、
患
者

の
要
望
や
課
題
、

短
期
・
長
期
の
具

体
的
な
支
援
策
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ま
と
め
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

最
初
は
な
か
な
か
会
話
が
弾
ま
な
い

も
の
の
、
自
身
の
専
門
分
野
の
知
識

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
知
見

を
生
か
し
な
が
ら
、
議
論
が
だ
ん
だ

ん
と
活
性
化
。
島
の
人
々
の
暮
ら
し

を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
な
が

ら
練
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

長
崎
大
学
の
離
島
実
習
は
常
に
、

五
島
中
央
病
院
の
中
に
あ
る
「
離

島
・
へ
き
地
医
療
学
講
座
離
島
医
療

研
究
所
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生

の
実
習
だ
け
で
な
く
、
他
大
学
と
共

同
の
疫
学
研
究
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
十
年
以
上
に
わ
た
り
築
か
れ
た

信
頼
関
係
と
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
が
可
能
な
の
で
す
。
ち

な
み
に
五
島
市
で
は
、
人
口
減
少
の

課
題
に
対
し
て
若
い
世
代
の
U
タ
ー

ン
、
I
タ
ー
ン
定
住
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
県
下
で
二
位

の
二
〇
二
名
と
い
う
実
績
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
来
年
度
は
日
本
語
専
門
学

校
を
開
校
し
、
留
学
生
を
一
〇
〇
名

以
上
呼
び
込
む
の
だ
そ
う
で
す
。

　

長
崎
大
学
で
は
、
今
後
も
離
島
の

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
つ

つ
、
積
極
的
に
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
ん
で
い
き
ま
す
。

長崎大学の特徴の一つに、医・歯・薬学部などで行われる離島実習が挙げられます。
島の数が日本一多い長崎県の地の利を生かし、

本土より早く少子高齢化が進む離島で実習することで、
将来役立つ実践力を身に付けようというものです。

さまざまなカリキュラムの中で最大規模のセミナーが、この夏開かれました。

Topics

注
目
の
離
島
実
習
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
合
同
モ
デ
ル

学
生
主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

島
の
問
題
を「
自
分
ご
と
」に

富江町公民館を3日間借り切ってのセミナーは前田先生（右）の挨拶で始まりました。「10年後のあなたはどんな医療を学べばいいか」と語る
佐野潔先生（左上）や対馬で産婦人科医として働く山内祐樹医師（左下）など、最前線で活躍する講師陣の刺激的な講義が続きました。

2校混合のグループで模擬症例に取り組みました。時折、講師の先生方からヒントをもら
い、離島の暮らしの背景を聞きながら、医療と福祉、両面から課題解決の道を探ります。

只狩荘では最新の入浴介助機器も見学。「今、IoTの技術は
介護現場にどんどん導入されており、デジタルに対応できる職
員も求められています」と施設長（下写真・左）。

交流会では五島市のご
厚意で五島牛のバーベ
キューも！　美味しいもの
を前にすると、ハードなカ
リキュラムも何のその。

五島市 長崎市

フィールドワークワークショップ オープニングと講義


